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観
光
も
主
要
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
主
要
ゲ
ー
ト
で
あ
る
奄

美
空
港
に
は
、
東
京
・
大
阪
・
福
岡
・
鹿
児
島
・
那
覇
か
ら
定
期
便
が

就
航
。
二
〇
二
四
年
の
旅
客
数
は
約
八
六
万
人
と
、
離
島
の
空
港
の
中

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
利
用
者
数
を
誇
る
。

こ
の
豊
か
な
自
然
と
文
化
を
有
す
る
奄
美
大
島
で
養
鶏
を
営
む
の
が

「
株
式
会
社
み
な
み
く
ん
の
卵
（
以
下
、
み
な
み
社
）」（
南
和
利
代
表
取
締
役

社
長
）
で
あ
る
。
空
港
か
ら
車
で
約
二
〇
分
、
島
の
北
東
部
の
海
と
大

地
が
調
和
す
る
肥
沃
な
農
村
地
域
に
養
鶏
場
を
構
え
て
い
る
。
同
社
の

創
業
は
、
一
九
六
六
年
（
法
人
化
は
二
〇
〇
九
年
）。
和
利
さ
ん
の
父
親
で
、

農
業
大
学
で
畜
産
を
学
ん
だ
先
代
の
利
郎
さ
ん
が
、
日
銭
稼
ぎ
で
始
め

た
養
鶏
に
魅
了
さ
れ
、
採
卵
鶏
四
〇
〇
羽
か
ら
事
業
を
本
格
化
し
た
こ

と
に
端
を
発
す
る
。
採
れ
た
て
の
卵
や
肉
を
集
落
の
精
肉
店
な
ど
に
卸

し
、
島
の
人
々
に
親
し
ま
れ
る
養
鶏
を
目
指
し
た
と
い
う
。

先
代
の
背
中
を
間
近
で
見
て
育
っ
た
現
社
長
の
和
利
さ
ん
は
、
幼
少

豊
か
な
自
然
と
文
化
を
有
す
る
地
で
養
鶏
を
創
業

奄
美
大
島
は
、
鹿
児
島
と
沖
縄
本
島
の
間
に
点
在
す
る
有
人
八
島
と

複
数
の
無
人
島
か
ら
な
る
奄
美
群
島
の
北
部
に
位
置
す
る
、
わ
が
国
で

は
佐
渡
島
に
次
ぐ
面
積
の
大
き
な
島
で
あ
る
。北
西
部
は
東
シ
ナ
海
、南

東
部
は
太
平
洋
に
面
し
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
を
は
じ
め
と
す
る
固

有
の
動
植
物
、
亜
熱
帯
照
葉
樹
林
や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
な
ど
の
雄
大
な
自

然
に
溢
れ
て
い
る
。
二
〇
二
一
年
、「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北

部
及
び
西
表
島
」
と
し
て
、
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

島
の
北
部
は
な
だ
ら
か
な
地
形
、
中
南
部
は
土
地
の
大
半
が
山
林
を

占
め
る
険
し
い
地
形
と
な
っ
て
お
り
、
古
来
、
島
人
た
ち
は
、
自
然
と

共
存
し
な
が
ら
生
活
を
営
ん
で
き
た
。
島
唄
や
大
島
紬
、
黒
糖
焼
酎
な

ど
の
独
自
の
文
化
、
産
業
が
育
ま
れ
、
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
て

い
る
。

事
例
報
告
４

レ
ポ
ー
ト

奄
美
の
自
然
を
生
か
し
た

高
品
質
の
鶏
卵・鶏
肉
生
産

赤
羽
俊
彦
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生産から出荷までの流れ

期
か
ら
鶏
の
世
話
や
父

の
手
伝
い
を
日
常
的
に

行
な
っ
て
き
た
。
鶏
を

通
じ
て
各
集
落
の
暮
ら

し
や
文
化
に
親
し
み
、

一
度
は
大
学
進
学
で
島

を
離
れ
た
が
、「
育
っ
た

奄
美
で
養
鶏
を
継
ぐ
の

は
自
然
な
選
択
」
と
考

え
、卒
業
後
に
帰
郷
。父

か
ら
技
術
と
志
を
受
け
継
ぎ
、
以
来
、
現
在
ま
で
品
質
改
良
や
販
路
拡

大
に
挑
戦
し
続
け
て
き
て
い
る
。

島
の
卵
流
通
の
四
割
を
担
う
生
産
体
制

一
九
六
六
年
に
始
ま
っ
た
養
鶏
業
は
、
二
〇
〇
九
年
の
法
人
化
を
経

て
、
現
在
で
は
従
業
員
一
六
名
、
飼
育
羽
数
約
二
万
五
千
羽
（
採
卵
用
の

赤
鶏
・
ピ
ン
ク
種
が
中
心
で
約
二
万
四
千
羽
、
食
肉
用
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
約
九
〇
〇

羽
）
に
ま
で
成
長
し
た
。
生
産
品
目
は
、
卵
・
肉
・
加
工
品
（
ス
イ
ー
ツ
、

惣
菜
）
で
、
年
間
販
売
量
は
、
卵
が
約
四
〇
ト
ン
（
約
一
一
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム

／
日
）、
肉
が
約
三
六
ト
ン
（
約
七
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
／
週
）。
島
内
出
荷
が

ほ
と
ん
ど
で
、
小
売
（
飲
食
店
・
ス
ー
パ
ー
・
精
肉
店
）、
卸
（
大
手
食
肉
加
工

店
）、
直
売
所
「
こ
っ
こ
家㇄

」
と
、
多
様

な
販
路
を
持
っ
て
い
る
。

卵
は
、
一
九
九
八
年
に
「
み
な
み
く

ん
の
卵
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
、
島
内

シ
ェ
ア
は
約
四
割
を
占
め
る
。
同
じ
く

島
内
の
大
手
養
鶏
場
と
合
わ
せ
る
と
、

奄
美
大
島
の
卵
流
通
の
半
分
以
上
を
二

者
で
担
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

み
な
み
社
の
養
鶏
の
根
幹
は
「
自
然

と
の
共
生
」
で
あ
る
。
奄
美
の
自
然
光

や
風
を
取
り
入
れ
た
環
境
で
育
っ
た
鶏

か
ら
生
ま
れ
る
卵
は
、
黄
身
の
色
が
濃
く
甘
み
が
際
立
ち
、
肉
は
郷
土

料
理
「
鶏㆐

い

飯は
㇓

（
※
１
）」
に
ぴ
っ
た
り
の
深
い
コ
ク
と
旨
み
を
生
む
。
島

に
あ
る
鶏
飯
専
門
店
で
は
、
親
鶏
を
五
～
六
時
間
煮
込
ん
だ
鶏
だ
し
ス

ー
プ
を
味
の
決
め
手
と
し
て
あ
げ
る
店
も
多
い
。
そ
こ
で
、
同
社
は
地

元
の
老
舗
店
と
共
同
で
ス
ー
プ
の
開
発
を
行
な
い
、
最
適
な
肉
と
脂
の

バ
ラ
ン
ス
を
追
求
し
て
き
た
と
い
う
。
養
鶏
を
通
し
て
、
半
世
紀
以
上

に
わ
た
り
島
の
食
文
化
を
支
え
て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

失
敗
か
ら
学
ん
だ
自
然
光
と
風
の
真
の
価
値

順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
た
よ
う
に
見
え
た
み
な
み
社
も
、
島
外
の
大
規

1.�雛の仕入れ（鹿児島や熊本から生後3日目の雛を購入）
2.�飼育（成長に応じてケージを移動。育すう、中すう、大すう
に分類）

3.�採卵・出荷（約1年採卵。産卵率は約80%。健康な個体
であれば1日1個産卵）

4.�解体・加工（採卵を終えた親鳥や食肉用鶏を自社処理
場にて加工）

5.�食肉出荷（島内のさまざまな取引先に出荷）

「株式会社みなみくんの卵」の南 和利代表取
締役社長。
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奄美の自然光や風を取り入れた養鶏場。

模
養
鶏
経
営
や
「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
レ
ス
養
鶏
（
※
２
）」「
強
制
換
羽
（
※
３
）」

な
ど
に
よ
っ
て
効
率
的
か
つ
安
定
的
に
生
産
さ
れ
る
安
価
な
卵
と
の
価

格
競
争
（
島
内
価
格
の
圧
迫
）
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
み
な
み
社
で
は
、
そ

の
対
抗
策
と
し
て
巨
額
投
資
を
行
な
い
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
レ
ス
養
鶏
に
移

行
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
飲
食
店
か
ら
「
鶏
飯
ス
ー
プ
の
味
が
落

ち
た
」
と
の
声
が
続
出
。
実
際
に
、
鶏
は
痩
せ
、
脂
や
肉
質
が
ス
ー
プ

に
適
さ
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

効
率
化
と
引
き
換
え
に
本
来
守
る
べ
き
味
を
失
っ
た
こ
と
を
痛
感
し

た
和
利
社
長
は
、
自
然
光
や
風
を
取
り
入
れ
る
原
点
の
飼
育
法
に
戻
す

と
と
も
に
、
飼
料
の
見
直
し
、
土
着
菌
・
微
生
物
な
ど
発
酵
技
術
の
研

究
も
始
め
た
。
採
卵
期
間
を
一
八
カ
月
か
ら
一
二
カ
月
に
短
縮
す
る
こ

と
で
、
最
適
な
肉
質
で
出
荷
で
き
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
そ
の
た
め
の

体
制
を
構
築
。
独
自
の
加
工
場
を
整
備
す
る
な
ど
、
品
質
重
視
へ
大
き

く
舵
を
切
っ
た
。

「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
レ
ス
養
鶏
の
設
備
投
資
は
無
駄
に
な
っ
た
が
、
本
来
大

切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。
自
然
の

光
と
風
こ
そ
が
、
鶏
飯
が
教
え
て
く
れ
た
真
の
価
値
」
と
、
和
利
社
長

は
語
る
。

販
路
拡
大
に
向
け
た
直
販
所
経
営
へ
の
挑
戦

経
営
方
針
を
「
品
質
重
視
」
に
改
め
て
再
始
動
し
た
も
の
の
、
生
活
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様
式
の
変
化
に
よ
る
卸
先
の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。「
昔
は
、集

落
ご
と
に
精
肉
店
が
存
在
し
、卸
先
に
困
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
、和

利
社
長
は
か
つ
て
を
振
り
返
る
。

こ
の
状
況
か
ら
脱
却
す
る
べ
く
、
み
な
み
社
が
立
ち
上
げ
た
の
が
直

売
所
「
こ
っ
こ
家
」
で
あ
る
。
和
利
社
長
に
よ
る
と
「
増
え
て
い
く
観

光
客
に
対
し
、
自
社
の
商
品
を
食
べ
て
も
ら
え
る
方
法
は
な
い
か
と
模

索
し
た
結
果
の
挑
戦
」
だ
と
い
う
。

直
売
所
の
運
営
に
あ
た
り
重
視
し
た
こ
と
は
、
地
元
民
と
観
光
客
の

両
方
が
訪
れ
や
す
い
店
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。特
に
立
地
を
意
識
し
、島

内
の
繁
華
街
（
名
瀬
）
と
、観
光
客
の
玄
関
口
（
奄
美
空
港
）
の
中
間
に
店

を
構
え
た
。
こ
っ
こ
家
の
近
隣
に
は
大
型
ス
ー
パ
ー
も
あ
り
、
想
定
通

り
地
元
・
観
光
客
双
方
の
集
客
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
客
層
に
応
じ
た
商
品
の
す
み
分
け
や
陳
列
の
工
夫
も
こ
っ
こ

家
の
特
長
で
あ
る
。
地
元
向
け
に
は
ブ
ラ
ン
ド
卵
や
鶏
刺
し
、
鶏
飯
用

の
精
肉
・
惣
菜
を
販
売
。
観
光
客
に
は
、
卵
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ス

イ
ー
ツ
（
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
、
プ
リ
ン
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
ほ
か
）
を
展
開
す
る

な
ど
、
一
店
舗
な
が
ら
お
客
さ
ん
の
特
性
に
合
っ
た
商
品
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
実
現
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
ス
イ
ー
ツ
を
購
入
し
た
観
光
客
が

次
の
来
店
で
は
卵
や
肉
を
、
普
段
か
ら
卵
や
惣
菜
を
購
入
し
て
い
る
地

元
の
方
が
ス
イ
ー
ツ
を
、
と
い
っ
た
相
乗
効
果
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
そ

う
だ
。観
光
ガ
イ
ド
に
も
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、島
内
外
か
ら
多
く
の
方
々

が
訪
れ
る
人
気
店
と
な
っ
て
い
る
。

こ
っ
こ
家
が
常
時
取
り
扱
う
商
品
数
は
、
約
百
点
。
定
番
商
品
を
軸

に
、
新
た
な
商
品
も
定
期
的
に
投
入
し
て
い
る
。
和
利
社
長
に
よ
る
と
、

新
商
品
は
、
社
内
ア
イ
デ
ア
か
ら
誕
生
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
い

う
。
こ
れ
ま
で
に
も
カ
ス
テ
ラ
や
焼
き
菓
子
な
ど
、
み
な
み
社
の
卵
の

魅
力
を
存
分
に
活
か
し
た
商
品
が
生
ま
れ
、
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
。
商
品
の
生
み
の
苦
し
み
も
あ
る
が
、
お
客
様
の
「
お
い
し
い
」
の

声
が
、
現
場
の
大
き
な
励
み
に
な
っ
て
い
る
。

卸
先
の
減
少
と
い
う
課
題
を
、
直
売
所
の
経
営
と
い
う
戦
略
で
乗
り

越
え
た
み
な
み
社
。
現
在
で
は
、
全
体
出
荷
の
う
ち
の
一
～
二
割
が
こ

っ
こ
家
向
け
だ
と
い
う
。

「
直
営
所
と
い
う
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
店
舗
を
持
ち
、
消
費
者
の
声

を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
で
、
生
産
す
る
卵
や

肉
、
加
工
品
の
品
質
管
理
の
向
上
や
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
浸
透
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
、
和
利
社
長
は
話
す
。

島
で
養
鶏
業
を
営
む
上
で
の
諸
課
題

以
下
で
は
、
取
材
を
通
じ
て
あ
げ
ら
れ
た
離
島
に
お
け
る
養
鶏
経
営

の
課
題
を
整
理
し
た
い
。

人
材
確
保

島
に
は
大
学
が
な
く
、働
く
場
所
や
業
種
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、若

者
の
多
く
は
高
校
卒
業
と
と
も
に
進
学
や
就
職
の
た
め
島
外
へ
出
る
。
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飼
料
や
包
装
材
な
ど
資
材
の
ほ
と
ん

ど
を
島
外
か
ら
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、輸
送
コ
ス
ト
が
上
乗
せ
さ
れ
る
。加

え
て
、
電
気
・
ガ
ス
・
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
も
重
な
り
、

生
産
コ
ス
ト
が
嵩
ん
で
い
る
。「（
資
材

の
高
騰
が
）徐
々
に
収
束
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
た
が
、
正
直
こ
こ
ま
で
長
引

く
と
経
営
を
圧
迫
す
る
」
と
、
和
利
社

長
も
語
る
と
お
り
、
今
後
も
市
場
動
向

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
生
産
に
係
る

費
用
を
下
げ
る
工
夫
や
施
策
を
実
施
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

感
染
症
リ
ス
ク

近
年
全
国
各
地
の
養
鶏
場
で
猛
威
を

振
る
う
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
渡
り
鳥
な
ど
野
鳥
の
往
来
の
多
い
島
で

も
、
厳
重
な
衛
生
管
理
が
必
要
で
あ
る
。
外
部
か
ら
の
侵
入
防
止
や
人

の
入
室
制
限
な
ど
、
日
頃
か
ら
の
監
視
や
管
理
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
る

一
方
、
制
限
を
強
化
す
る
ほ
ど
、
観
光
を
活
か
し
た
事
業
が
行
な
い
に

く
く
な
る
現
実
も
あ
る
。
み
な
み
社
で
は
、
過
去
に
観
光
農
園
の
よ
う

な
取
り
組
み
も
検
討
し
た
が
、
安
全
性
の
観
点
か
ら
断
念
。
直
売
所
に

次
ぐ
一
手
を
模
索
中
だ
と
い
う
。

「こっこ家」で販売している自社生産のブランド「みなみくんの卵」。

ショーケースに並ぶ卵をふんだんに使ったスイーツ。

こ
の
た
め
若
い
人
材
の
確
保
や
技
術
の
継
承
が
難
し
い
。
み
な
み
社
も
、

現
場
の
平
均
年
齢
は
五
〇
代
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
化
し
て
き
て
い
る
。

観
光
と
組
み
合
わ
せ
た
短
期
労
働
も
模
索
し
た
が
、
衛
生
管
理
な
ど
の

面
で
課
題
が
多
く
、
実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
後
継
者
問
題

に
つ
い
て
、
和
利
社
長
は
「
常
に
考
え
て
い
る
課
題
。
人
を
育
て
る
仕

組
み
づ
く
り
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
」
と
語
る
。

資
材
の
高
騰
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悪
臭
問
題

自
然
に
近
い
環
境
で
の
飼
育
は
、
糞
由
来
の
ア
ン
モ
ニ
ア
臭
が
発
生

し
や
す
い
。
特
に
奄
美
大
島
の
高
温
多
湿
の
気
候
で
は
、
鶏
が
体
温
調

整
の
た
め
、
水
を
大
量
に
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
り
、
糞
が
水
っ
ぽ
く
な

り
臭
い
が
強
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
、
み
な
み
社
で
は
、
土
着
菌
や
微
生

物
に
よ
る
発
酵
処
理
を
導
入
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
鶏
糞
肥
料
に
仕
上
げ
、

自
前
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
な
ど
で
再
利
用
し
て
い
る
。
循
環
型
農
業
の
実

践
と
し
て
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

地
域
文
化
の
食
文
化
の
継
承
を

上
述
の
通
り
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
も
の
の
、「
離
島
と
い
う
環

境
で
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
鶏
飯
と
地
元
の
人
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」
と
、
和
利
社
長
は
笑
顔
で
話
す
。
毎
日
数
千
羽
の

命
を
預
か
り
、
健
康
を
管
理
し
、
鶏
た
ち
が
快
適
に
過
ご
せ
る
環
境
を

守
り
続
け
る
。
根
気
の
い
る
作
業
で
、苦
労
も
絶
え
な
い
仕
事
だ
が
、生

産
か
ら
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
ま
で
を
一
貫
し
て
行
な
う
や
り
が
い
も

大
き
い
と
い
う
。「
命
を
育
む
仕
事
は
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
価
値
が

あ
る
」

和
利
社
長
は
、「
大
量
生
産
や
効
率
化
の
波
に
流
さ
れ
ず
、島
の
食
文

化
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
使
命
に
、
奄
美
の
魅
力
を
『
養
鶏
と
食
』

を
通
じ
て
知
っ
て
も
ら
う
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
今
後

の
展
望
を
語
る
。

例
え
ば
、
直
営
店
で
は
、
奄
美
の
農
家
と
地
域
文
化
を
コ
ラ
ボ
さ
せ

た
商
品
を
展
開
予
定
。
た
ん
か
ん
や
黒
糖
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
な

ど
の
地
元
の
素
材
を
活
か
し
た
ス
イ
ー
ツ
ほ
か
、
奄
美
の
魅
力
を
伝
え

る
新
商
品
を
構
想
し
て
い
る
。

「
行
政
や
地
域
と
の
連
携
も
深
め
、
新
た
な
事
業
形
態
を
模
索
し
、
若

者
が
働
き
た
く
な
る
魅
力
あ
る
産
業
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
」
と
、
和

利
社
長
。
奄
美
の
光
と
風
を
活
か
し
た
養
鶏
で
、
地
域
の
食
文
化
の
継

承
に
取
り
組
む
「
み
な
み
く
ん
の
卵
」
の
挑
戦
に
今
後
も
注
目
し
て
い

き
た
い
。

■

※
１
：
蒸
し
鶏
や
錦
糸
卵
、椎
茸
の
甘
煮
、パ
パ
イ
ヤ
漬
け
、刻
み
ネ
ギ
、タ
ン
カ
ン
皮
な

ど
を
白
ご
は
ん
の
上
に
乗
せ
、熱
々
の
鶏
だ
し
ス
ー
プ
を
注
い
で
食
べ
る
奄
美
を
代
表
す

る
郷
土
料
理
。

※
２
：
外
窓
の
な
い
密
閉
型
の
鶏
舎
で
の
飼
育
。外
光
を
遮
断
し
、人
工
照
明
・
換
気
・

温
度
・
湿
度
な
ど
を
機
械
で
完
全
管
理
す
る
こ
と
で
、天
候
に
左
右
さ
れ
ず
安
定
し
た
飼

育
環
境
を
維
持
で
き
る
ほ
か
、衛
生
上
の
リ
ス
ク
低
減
効
果
も
あ
る
と
さ
れ
る
。

※
３
：
一
定
期
間
エ
サ
や
水
を
制
限
す
る
こ
と
で
、人
工
的
に
羽
毛
の
生
え
替
わ
り
を
促

す
方
法
。採
卵
期
間
が
延
び
、ヒ
ナ
の
導
入
回
数
も
減
る
た
め
、飼
育
コ
ス
ト
低
減
に
結
び

つ
く
と
さ
れ
て
い
る
。

赤
羽
俊
彦
（
あ
か
ば
と
し
ひ
こ
）

一
九
八
二
年
生
ま
れ
。大
学
卒
業
後
、大
手
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
代
理
店
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

企
業
に
て
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
メ
デ
ィ
ア
戦
略
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
。自
然
と
共
に
暮

ら
し
な
が
ら
、新
し
い
働
き
方
と
生
き
方
を
探
求
す
る
た
め
、二
〇
二
四
年
に
東
京
か
ら
奄
美
大
島

へ
移
住
。




